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第二次鹿児島市公共交通ビジョン改定版（素案）及び

鹿児島市地域公共交通利便増進実施計画（素案）

＜要約版＞

～今後の交通政策について～

令和８年２月

鹿児島市



第六次鹿児島市総合計画（令和4～13年度）

第二次鹿児島市公共交通ビジョン改定版
【都市・地域交通戦略/地域公共交通計画】（令和8～13年度）

鹿児島市地域公共交通利便増進実施計画
（令和8～13年度）

交通バリア
フリー基本
構想の統合

第二次鹿児島市公共交通ビジョン
【都市・地域交通戦略/地域公共交通計画】（令和4～13年度）

第二次かごしま都市
マスタープラン

かごしまコンパクトな
まちづくりプラン
（立地適正化計画）

中間見直し・改定

【関連計画】

・まち・ひと・しごと創生

人口ビジョン

・第三次環境基本計画

・ゼロカーボンシティ

かごしま推進計画

・第４期観光未来戦略

・第４期中心市街地活性化

基本計画 等

バス路線再編等の具体的な実施内容

連携

公共交通ビジョン改定及び利便増進実施計画策定の趣旨

① 公共交通の運転者確保

② 公共交通利用者の減少

③ 公共交通不便地等への対応

④ 公共交通のサービス水準
の改善

⑤ わかりやすく使いやすい
 利用環境の整備

⑥ 道路渋滞に伴う運行支障
 の解消

【課題】

◆鹿児島市公共交通ビジョンとは…都市全体の総合的な交通施策の推進を図る計画（都市・地域交通戦略）と地域の公共交通
の目指すべき姿を示すマスタープラン（地域公共交通計画）、交通バリアフリーを重点的に推進する計画（交通バリアフリー
基本構想）の３つを兼ねた、市民・交通事業者・行政等が一体となって取り組む包括的な計画

【改定の趣旨】
○令和4年3月の第二次公共交通ビジョン策定以降、深刻な運転者不足や利用者数の減少、物価高騰等の影響に
よる交通事業者の経営環境の悪化など、公共交通を取り巻く環境は厳しさを増しており、これら喫緊の課題
を踏まえ、交通事業者と行政等が連携し持続可能な地域公共交通ネットワークを構築していくため、より
実効性のある計画として公共交通ビジョンを改定するとともに、利便増進実施計画の策定を行うものである。
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◆鹿児島市地域交通利便増進実施計画とは…公共交通ビジョンに基づき、公共交通利用者の利便性を向上させつつ地域
公共交通サービスを持続可能なものとするために、路線の再編やダイヤ等の見直しなどを利便増進事業として定め、
官民が連携して取り組む実施計画



(1)  公共交通の運転者確保 (2)自動車利用の増加と公共交通利用者数の減少

路線バス運転者は令和14年に３割減、令和19年には約５割減の見込み

路線バス運転者の高齢化が著しく、本市の路線バス運転者に占める高齢
者の割合は４人に１人が高齢者で、全国と比較し７％高い
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▼鹿児島市内の公共交通利用者数の推移

3,671 3,851 3,676 3,410 3,130 1,918 1,993 2,368 2,703

15,877 13,274 10,896 9,506 8,900 5,187 5,247 6,283 6,480

11,384 12,272 13,873 13,813 13,653
10,459 10,788 12,082 13,396

10,188 10,868 10,790 11,074 10,925

7,845 8,724 9,936 11,000

49,383
41,811 40,141 37,681 35,988

24,642 24,499
25,688 26,332

H15 H20 H25 H30 R1 R2 R3 R4 R5

桜島フェリー タクシー 鉄道 路面電車 路線バス（県内）

90,503
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▼自動車保有台数・分担率
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自動車保有車両数（千台） 自動車の分担率

資料：自動車保有車両数は、鹿児島市内の自家用かつ乗用を対象に集計。
（一財）自動車検査登録情報協会及び（一社）全国軽自動車協会連合会

自動車の分担率は、全国都市交通特性調査の鹿児島市（平日）の値。

※鉄道は在来線の値で、H30年度以降、非公表となった上位300位以外の駅を除いた数値。
タクシーのH15は旧鹿児島市のみの値。
資料：鹿児島市統計書、九州旅客鉄道株式会社、九州運輸局鹿児島運輸支局業務概況

自動車分担率は年々上昇、路線バスはコロナ禍前に回復せず

鹿児島市の公共交通における喫緊の課題

▼バス運転者の減少と将来推計

▼鹿児島市内の路線バス運転者 ▼全国のバス運転者
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現況

令和8年8月 令和14年3月 令和19年3月

利便増進実施計画期間(1期) 利便増進実施計画期間（2期）

7年後 12年後

151人(30％)
減少 242人(48％)

減少



公共交通ビジョン改定及び利便増進実施計画の主な内容

みんなで支える 未来につながる交通ネットワークづくり基本理念

基本方針１：利便性・効率性の高い、持続可能な交通ネットワークの形成

基本方針２：安心安全で、人と環境にやさしい快適な交通環境の整備

基本方針３：活力あるまちづくりの推進に向けた公共交通の活用

【重点②】公共交通不便地における交通手段見直し

【ポイント１】
喫緊の課題を踏まえ、基本方針１
に関連する内容を重点的に見直し

【ポイント２】
 将来の地域公共交通網を具体化
（幹線・支線の明確化）

▼地域公共交通網の将来像

【ポイント３】 重点的な取組の追加（利便増進実施計画関連）

【重点①】バス路線の再編

【重点③】公共交通の
利用環境の改善

・交通結節点における乗継
環境の整備

・中央駅周辺の情報提供・
案内の改善
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地域住民も参加した移動手段の確保

・地域の自家用車や一般ドライバーを
活用した公共ライドシェア

・地域等が自主的に交通手段を確保する
ボランティア運送

・再編例：幹線の強化、需要に応じた交通
モードの配置

・地域の実情に応じた交通手段に見直し

・地域への情報発信
・導入・運営・運行
に係る各種支援

導入支援

【現状】

中心市街地 生活拠点等

集落

集落

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

【再編後】

中心市街地

幹 線 結節点

生活拠点等

補完交通

補完交通

支線

集落

集落

路線バス 路線バス 路線バス

乗合タクシー

乗合タクシー

幹線の
強化

交通モード
の最適化

【Ｒ７見直し方針】

（Ｒ８～順次）



▼地域公共交通ネットワーク再構築のイメージ図

利便性・効率性の高い持続可能な交通ネットワークを形成するとともに、公共交通の活用を通じて活力ある
まちづくりを推進し、市民・交通事業者・行政等が協働しながら、『みんなで支える 未来につながる交通
ネットワークづくり』を進めます。

【重点的な取組】

鹿児島市が目指す公共交通の姿

①バス路線の再編

➢ 幹線の強化
➢ 幹線の輸送力確保に向けた調査研究
（自動運転バス・連節バス等）

➢ 支線の交通モード最適化 等

②公共交通不便地における
交通手段見直し

➢ あいばすルートの最適化
➢ 乗合タクシーの導入
➢ 地域主体型ｺﾐｭﾆﾃｨ交通支援 等

③公共交通の利用環境の
改善

➢ 交通結節点の乗継環境の整備
➢ 中央駅の情報提供・案内改善
➢ キャッシュレス決済支援
➢ デマンド交通システム導入 等

④運転者確保対策

➢ 人材マッチングプラットフォームの設置
➢ 路線バス運転者の待遇改善支援 等
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⑤公共交通の利用促進

➢ 路線バス運賃半額実証実験 等
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